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 今年は暑さがかなり厳しいですが、夏を楽しむ人々があちらこちらにあふれていますね。 

 今回は、大日あけみさんが故郷の紹介の第四回目を寄せてくださいました。うだつの町並み、

阿波踊り、自然と、その魅力をこれまでたくさん伝えてくださいましたが、今回は食べ物です。

想像するだけでも幸せになる数々を、どうぞご堪能下さい。俳句、Kolonihaveでの親睦会の様

子、そして今後の催しのお知らせもあるので、どうぞゆっくりお目通しください。 

 

会員の皆さんから ～思い出の味～  

 

 

 《我が故郷の美味しい物》なんて書き始めると、皆さん 「私の故郷にも、美味しい物が沢山あ

るわよ」と思われることでしょう。でも、今回は私の故郷、徳島の美味しく懐しい食べ物・特産

品を紹介させて下さい。そして次回は是非是非 貴女(貴方)の故郷の美味しい食べ物を紹介して下

さいね。 

 さて、徳島は南に南国土佐(高知)と太平洋、西に愛媛、北に高松と瀬戸内海、東は鳴門海峡、

紀伊水道に囲まれ、県内を西から東へと清流 吉野川が流れ、この川に沿って剣山がそびえていま

す。即ちこの地勢から考えても海の幸、山の幸、川の幸に恵まれた県だと言う事がお分かり頂け

ると思います。 

 私の育った脇町は、お隣の高知からは鰹、瀬戸内海からはハマチ(注 1)、 

鳴門からは飯蛸(イイダコ  注 2)や鯛、ワカメ、イカナゴ(注 3)等の新鮮な 

海産物が容易に手に入り、吉野川で釣れる鮎や夜間に網で捕れるアメリカ 

ザリガニ、川に仕掛けた竹簾に入るうなぎ、山には松茸、ワラビやゼンマイ、 

山桃(注 4)等、自然の恵みに溢れた温暖な田舎町でした。 

 注 1: ハマチは出世魚ブリの若魚(40〜60cm)で、西ではツバス→ハマチ→メジロ→ブリと成長に    

    応じて名前が変わリ、関東ではワカシ→イナダ→ワラサ→ブリと名前が変わる。 

 注 2: イイダコ(飯蛸)は脚も入れて体長 20〜30cmほどの小型のタコで、春の産卵期にはメスが 

   米粒状の卵を頭(胴)に抱え、この頃が旬とされている。 

 注 3: イカナゴ(玉筋魚)は細長い小型の魚で、瀬戸内海の名物「くぎ煮」や「釜揚げ」で有名。  

   水温が高い夏場は、砂に潜って冬眠ならぬ夏眠をする特別な生態を持っている。  

 注 4: ヤマモモ(山桃)は、6〜7月に直径 2〜3cmの真っ赤な甘酸っぱい実を沢山つける常緑樹の 

   実。本州から南に自生しているが、果物店で販売しているのは見たことがない。 

 

 

 

 

 さて、上に挙げた未加工の食材とは別に、日本へ帰省なさった際 徳島の名産物展等においでに

なる機会があれば、今回ご紹介するいくつかの徳島の名産物(数点未加工品も含む)をお買上げ頂

きたいものです。 

私のふるさと、懐かしい食べ物        大日あけみさん 

                    

 

              

 
 
 
 

   
 
   
               

注 4 ヤマモモ 注 3 イカナゴ 注 2 イイダコ 

 

イカナゴのくぎ煮 

注 1 ハマチ 



 

阿波尾鶏（あわおどり）: 阿波踊りと掛けた阿波尾鶏は、全国 1位の出荷量を誇る 

  地鶏です。刺身にも出来るそうですが、私は鶏の刺身はまだ口にしたことが 

  なく、ちょっと怖いです。でも、阿波踊り? じゃない、阿波尾鶏の焼き鳥は、 

  ブロイラーとは違い鶏肉の旨味が凝縮された格別の味です! 

スダチ: レモンやライムと同様に焼き魚や漬け物に絞り汁をかけたり、 

  皮をすりおろして薬味として利用。色や形、サイズはライムと似ていますが、 

  さわやかな香りは独特で、焼き魚には絶対スダチが 1番。生産量は徳島が全国 1位で、東京   

  等では主として料亭・日本料理店等で使われるのが主流なのか一般的には余り知られていな 

  いようです。 

     鳴門金時: 甘みの強いサツマイモ。サイズは小さめの流水型。皮の色は赤っぽく、中 

        は黄色で、甘みが強く、焼き芋や金時芋にも最適。収穫期の秋−冬に徳島に帰省 

        している時には、大阪や東京に住む友達や知人にお歳暮として送ったものです｡ 

ちくわ: ちくわには何故真ん中に穴が空いているかご存知ですか? あの丸い穴は天然の竹に魚の   

  すり身を巻きつけ、こんがりと焼き上げたので、丸い穴が空いているのです。 

  ちくわ(竹輪)は徳島県の玄関港のある小松島市の名産。プリッとした旨みが 

  特徴です。その昔、まだ大鳴門橋がなかった頃、船で徳島と関西の間を船で 

  行き来するのが一般的だった頃(今から約 65年前)は、小松島港で必ずと言ってよい程、まだ 

  竹が付いたままの竹輪 10本入りの紙包みをお土産に買ったものです。デンマークで買えるタ  

  イ産の小型ちくわは我が故郷で食べる竹輪とは似ても似つかない味なので、最近は竹輪が欲 

  しくても、偽竹輪を横目でちらっと見るだけになりました。 

鳴門ワカメ:  鳴門の渦潮で揉まれたワカメは、肉厚で歯ごたえが格別です。ずい 

  ぶん昔ですが、灰ワカメが肉厚で格別の歯ごたえがあったので、里帰りの際 

  は干しワカメではなく、好んで灰ワカメを買ってきたものです。しかし灰漬けワカメは癌の  

  危険があるとの事で、今はもっぱら干しワカメを使用していますが、私の思い過ごしでしょ  

  うか? 

     半田そうめん: 奈良県の “三輪そうめん” や兵庫県の “揖保の糸” ほど名前は知られて 

          いませんが、江戸時代から我が美馬市の半田町で作られてきた、ひやむぎ 

          に近い少し太めの手打ちそうめん。コシがあり、喉越しの良さで、今では    

           東京のスーパーでも見つかるブランド商品です。冷やしても温めてもコ 

          シあり美味しい! 

      フィッシュカツ: カレー風味の薄い魚肉ハンバーグのパン粉付きフライ。高校時代  

       クラスメイトのお弁当にもよく使われていた人気商品で、私が子供の頃からずっ 

       とこの“フィッシュカツ”という製品名で呼ばれていました。東京や大阪では見か 

   けない徳島独特の庶民的な魚身の揚げ物ですが、どなたかこのフィッシュカツを食べた事  

   のある方はおられますか? 長い間食べていないので、本当に懐しいです。 

そば米雑炊: 祖谷地方の郷土料理。祖谷地方は以前ご紹介した平家の落人が住み着 

   いた村です。そば雑炊は、そば米と鶏肉、かまぼこ、しいたけ、ねぎを醤油 

   味の出汁で煮た雑炊で、粉にしたそば米ではなく、そば米をそのまま使いま 

 
   

  

 

 

 
      

 

 

  

 

 

https://item.rakuten.co.jp/imon/4903118030814mf/ 
 

https://item.rakuten.co.jp/imon/4903118030814mf/


  す。出汁は鰹だしではなく、煮干しでとった出汁を使うことが必須です。 

  もし物産展で“そば米”と出くわす事があれば、是非購入の上、雑炊を作ってみてください。 

  さて、お菓子についても少々。 

 私が小学生の時からの学友が親御さんの後を継ぎ、お菓子作りに頑張ってい 

る老舗《川田光栄堂》では、昔ながらの“ういろう”に加え、約 50年前に始めた 

“脇美人”が超オススメ商品です。脇美人は、うす甘い白いお饅頭の上に栗が乗 

り、中には柔らかい赤飯が入った、他のお菓子屋さんには無い珍しいお饅頭です。冷凍も出来、 

蒸す、又はレンジで温めれば、柔らかさと美味しさが蘇ります。 

       もう１件、吉野川の川向うの穴吹駅前にある《日の出本店》も和菓子の老舗。数 

      ある和菓子の中でも戦前から製造されている、5個串刺しにした丸く直径 2cmの薄 

      皮饅頭 “ぶどう饅頭” が有名です。でもこのぶどう饅頭の “ぶどう” は果物の“ぶど 

      う” ではなく、“武道” から来ているとの事。穴吹は古くから”武道信仰”で名を馳せ 

       る霊峰・剣山の玄関口となっていた為、参拝客用の土産として武道にちなんで作

られた饅頭が、“ぶどう饅頭”なのです。それにしても、饅頭の形は薄紫色の小粒な “ぶどう” そ

のもので、武道とぶどうを掛け合わせたとは、なんとも遊び心がある店主だったようです。又、

この店主の宣伝方法が実にユニークでした。セスナ機をチャーターし、戦後の平和な田舎の空に

「躍進、躍進、また躍進。海越えて褒められに行け ぶどう饅頭」という宣伝文句と、ご自分の顔

を印刷した 1万円札(だったかな? 偽札)を撒きながら低空飛行をしたものです。我々子供は歓声

を挙げて、その偽札を拾おうと駆け回った事を覚えています。 

 戦後とはいえ、のどかな田舎町で飢えることなく健康的な農産物や海産物を口にできる子供時

代を過ごせた事を感謝しなくては、、、と今更ながら考えるこの頃です。    大日あけみ 
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皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、

川柳、短歌等、いつでもお寄せ下さい。 

投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

コペンハーゲンの夏

県） 

開聞
かいもん

岳
だけ

とミヤマキリシマ（鹿児島県）  蔵王連峰（山形県） 

 

 

フランクフルトの夏

県） 

     脇美人 

ぶどう饅頭｜阿波・徳島の名物 ぶどう

饅頭の日乃出本店 

mailto:michikoriko@gmail.com
http://www.kawata-koeido.com/wakibijin.html
https://www.budoumanju.com/?mode=f3
https://www.budoumanju.com/?mode=f3


 Klub Japanの催し 

第 2回 Kolonihaveで親睦会（6月 14日（日）開催）より 

 当日の和やかな様子と素敵なお庭、そして美味しそうなお料理の写真をいただきました。 

 来年はぜひ参加したいですね。 

    

 

 
 

  Klub Japanの今後の催し  

         クラブジャパン第 3回文化祭 

９月 27日（日）10時～16時 場所 Valby Kulturhus 5 階 

生け花、和紙人形、紙バンドのバッグ、着物と帯等の展示、裏千家茶道のお点前 

披露、日本の歌、書道・折り紙ワークショップ、抹茶試飲等盛りだくさんです！ 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 あけみさんご紹介のぶどう饅頭が、ちょうど 6月 21日の 

新聞<お宝発見ご当地食>に紹介されていました！   

 毎回の皆さんのご協力、どうもありがとうございます。 

どうぞよい夏をお過ごしください。9月にお会いしましょう！ 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の

詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 
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写真・文章協力 大日あけみ、森泰子 

         Naoko(敬称略)、日本在住の方々 

編集責任    鈴木理子 
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